
【国語科のグランドデザイン】 

何ができるようになるか 

○各教科等で育成する資質・能力 

 

何が身に付いたか 

○各教科等の学習評価 

・社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うこと

ができる能力 

・社会生活における人との関わりのなかで伝え合う力、思考力や想像

力 

・言語感覚を豊かにし、わが国の言語文化に関わり、国語を尊重してそ

の能力の向上をはかる態度 

・社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使う能力を

身に付けようとしている。 

・社会生活における人との関わりのなかで伝え合う力を高め、思考力や

想像力を身に付けようとしている。 

・言語感覚を豊かにし、わが国の言語文化に関わり、国語を尊重してそ

の能力の向上をはかる態度を身に付けようとしている。 

子供たちの実態 
子供たちの発達をどのように支援するか 

○配慮を必要とする子供への指導 
目指す子供たちの姿 

・与えられた課題に対しては、前向きに取り組む生徒が多い

が、自ら課題を見つけ、そこに向かって主体的に取り組む生徒

が少なく、課題解決型授業においては学習に偏りがある。 

・机間指導を充実させ、個別の支援を講じる。 

・グループ学習の際には、個人の考えをもつ時間を設け、個別

に指導を行う。 

・自己や他者の考えを共有し、筋道を立てて論理的に理解し

たり、表現したりしようとする生徒 

 

何を学ぶか 

○各教科等の教育課程の編成 

どのように学ぶか 

○各教科等の授業の実施 

・主体的に課題を設定し、解決の過程を遂行すること、そして、これを振り返り、文字や言葉

で表現し、他者との意見交流や議論などを通して、吟味を重ね、さらに洗練させること 

 

・個人の活動を設けたうえで、他者との話し合い活動を展開する。 

・自己で課題を設けるワークシートの作成を実施する。 

・ＩＣＴ教材を用い、意見交流を充実する工夫をする。 

 

実施するために何が必要か ○指導体制の充実、家庭・地域との連携・協働 

・生徒が主体的に取り組めるようなワークシートの作成、教材研究を教師間で連携することを通し、指導力の向上に努める。 

・ＩＣＴ機器、教材、教具の充実 

各教科等の特質に応じた「見方・考え方」 

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で正確に理解し、適切に考えること 

 


